○マジカルソビエト

　　　　　　　なんだかソビエトっぽい風景。　　　　　　　

○マジカルソビエト・食堂

広い食堂で、食事をしているのはスターリン（おっさん）一人。その背後に控えている少年は、ヴォローシロフ。

かちゃかちゃと、ナイフとフォークを動かしているスターリン。

以下、スターリンが喋っている時、スターリンの口元は映さないように。

　ヴォローシロフ「報告します、スターリン同志」

　スターリン「うむ」

スターリン、ステーキを口に運ぶ。口に入れる直前で、ハンバーガーに噛み付く幼女のシルエットに変わる。

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「リティは、無事人間界へと到着。赤井邦道との接触に成功しました」

　スターリン「ほう」

　ヴォローシロフ「ただその際、枢軸側の尖兵と、交戦があった模様です」

　スターリン「勝ったのならば、問題あるまい」

スターリン、ステーキを口に運ぶ。口に入れる直前で、ハンバーガーに噛み付く幼女のシルエットに変わる。

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「はっ」

食事を続けるスターリン。

ヴォロー、少し砕けた感じで。

　ヴォローシロフ「とりあえずは、順調にいっているようですね」

　スターリン「だといいがな。ヒトラーも愚かではない。すぐにでも、手を打ってくるだろう」

スターリン、ステーキを口に運ぼうとして落とす。　　　　　　　ゆっくり落ちた肉、絨毯を汚す。

幼女のシルエット、目を光らす。レッドカードを取り出して。

　スターリン「粛清」

　スターリン（？）「ひいっ！」

怯えた顔のスターリン。床に穴があき、落ちていく。どこまでも。

幼女――本物のスターリンのシルエット、ハンバーガーを食べながら。

　スターリン「ふん」

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「スターリン同志」

　スターリン「さっきから堅苦しいぞ。お姉さんで構わん」

　ヴォローシロフ「――リン姉さん」

ヴォロー、顔を上げて。

　ヴォローシロフ「それ、美味しい？」

　スターリン「ご馳走だ」

ハンバーガーに噛み付く。

○どこか高い場所

ハンバーガーに噛み付く少女――ノイジー。

フェンスの上枠に座って、街を見下ろしている。

風が、彼女のツインテールを揺らす。

ノイジー、笑う。

○邦道の家

布団の中で目を覚ます邦道。

目の前で、リティがすやすやと寝息を立てている。

　邦　道「…………」

邦道、暫し寝起きでぼうっとして。

　邦　道「……うわぁああああっ！？」

跳ね起きて座ったまま後ずさり、背中の壁にぶつける。

　邦　道「な、な、な……！」

一通り慌てた後。

　邦　道「……そうか、昨日……」

ようやく落ち着き、まともにリティを見る。

　リティ「すぅ……」

着替えもせず、魔女の格好のまま寝ているリティ。

○住宅街

『昨日、夕刻』

並んで歩いている邦道とリティ。

　邦　道「ん……っはぁ。今日は疲れたな」

リティ、邦道の斜め後ろを俯いて歩いている。

　邦　道「とっとと帰って、飯食って寝るか。――コンビニ弁当だけどいいよな」

邦道振り返らない。息の荒いリティ。

　邦　道「しっかし、マジカル枢軸か。日本を右傾化しようなんて、とんでもない奴らがいるんだな」

リティ立ち止まって、ノートに何か書き始める。

　邦　道「な。お前みたいな奴って、結構日本に送り込まれたりしてるのか？」

返事がない。

　邦　道「リティ？」

振り返る。リティ、ふらついてマジックとノートを取り落とし。

倒れた。

　邦　道「リティ！」

抱きとめる。

　邦　道「おい、どうした！　おい！」

　リティ「くー……」

寝てる。

　邦　道「…………。どうすんだ、これ……」

夕焼けの空は、当たり前だが赤い。

○挿入

サイレンが『回想終了』の立て札を持っているクレヨンで描いたような一枚絵。

○赤井邦道の家

床に落ちたノートには、『魔力、使いすぎ。少しねむ～』文字途中で途切れている。

邦道、自分の顔に手をやって。

　邦　道「ったく気持ち良さそうに寝やがって」

リティの口。

　邦　道「それにしても」

リティの肩。リティの足。

　邦　道「なんて無防備に……」

真っ赤になって首を振る。

　邦　道「何考えてるんだ俺は！」

時計鳴る。邦道、時計を引っつかんで睨みつけ。

　邦　道「うるさい！」

時計とまる。

　邦　道「……」

邦道、目を逸らして立ち上がり。

　邦　道「頭冷やすか」

○新聞集配所

入る邦道。中を見渡して。

　邦　道「あれ、朝日は？」

　男　　「築地の嬢ちゃんか？　そういや見てねえな」

　邦　道「そうですか。……珍しいな」

呟きながら、仕事の準備に掛かる。

　邦　道「――風邪でも引いたんですかね」

　男　　「さぁなぁ」

黙々と、作業。

○住宅街

新聞受けに新聞を差し込む邦道。表札は管。

自転車の横に立ち、後部を見る。そこに朝日はいない。

と、日が差した。太陽が昇ってくる。

　邦　道「朝日……」

目を細めて、邦道はそれを見た。

○朝日の部屋

デジタルの時計、土曜日、十二時前。

ピンクを基調にした、意外にファンシーな部屋。ぬいぐるみが多い。実のところ、左翼的な物はあまりない。

ベッドの上、枕を抱いて寝転がっている朝日。物憂げな表情。

扉の向こうから、声。

　母　親「いつまで寝てるの？　もうすぐお昼よ」

返事せず、ぎゅっと枕を握り締める朝日。

　母　親「もう……」

顔を上げて去っていく足音を聞く。

　朝　日「……はぁ」

嘆息。

と、携帯なる。だるそうに、寝転がったまま腕を伸ばして携帯をとる。

　朝　日「……はい」

○圭の部屋

　　　　　　　こちらは、ばりばり右よりの部屋。きちんと整頓されている。本が多い。嫌韓流とか。

　　　　　　　圭、机に向かって。

　圭　　「もしもし、朝日？　今日、予定空いてるかな。良かったら一緒に買い物行こうかなって」

　朝　日『……ごめん』

　圭　　「あ、ううん。無理だったらいいの。私も、ちょっと急だったかなって――」

　　　　　　　つーつーつー。

　　　　　　　瞬きして、携帯を見る。

　圭　　「朝日？」

○朝日の部屋

携帯の電源を切る朝日。

そのまま、暫くうだうだ。

上半身を勢いよく起こして。

　朝　日「あー、もうっ！」

テンポ良く着替えながら。

　朝　日「こんなの、全然あたしらしくないじゃない！　そうよ、悩む暇があったらまず行動！　直接あいつに聞けばいいのよ！　言葉は力なんだから！」

鏡の前に立って胸を張る。

　朝　日「大体、あいつに彼女が出来たからって何であたしが凹まなきゃいけないのよ！」

一話ラスト。抱き合っている邦道とリティ。

　朝　日「あいつに、彼女が……」

自分で言って暗くなる朝日。

ばしん、と両頬を叩いて気合を入れる。

　朝　日「よしっ！」

部屋から出て行く朝日。

　朝　日「お母さん。ちょっと出かけてくるー」

○邦道の家

　声　　『おかけになった電話は、電源が入っていないか――』

　　　　　　　かけた先は朝日。

受話器を置く邦道（携帯持ってない）。

　邦　道「たく、あいつ……」

椅子に座り、背もたれに体重を預ける。心配そうに。

　邦　道「まさか、ほんとに病気なんじゃないだろうな」

　リティ「（オフ）ん……」

足元を見る。気持ち良さそうに寝ているリティ。

邦道、ジト目。

　邦　道「こいつはこいつで起きないし」

頭を抱えて、立ち上がる。

　邦　道「ちょっと見に行ってみるか」

玄関、コートを羽織った邦道、一度室内を振り返り。

リティの寝顔にかぶさって、ドアの閉まる音。リティ薄目を開く。

身を起こすリティ、ぼうっとした顔。ぼさぼさの頭。

○住宅街

コンビニの前で立ち止まる邦道。

　邦　道「……」

足を踏み入れる邦道。

一瞬後、コンビニの前を駆ける朝日。すれ違い。

○住宅街

歩いている邦道。手にはコンビニの袋。

ふと、公園を見る。

　邦　道「近道、か……」

公園に足を踏み入れる邦道。一歩踏み込んだ瞬間、世界が変わる。

　邦　道「……何だ？」

確かに公園であるのに、異世界のようなエフェクト。きょろきょろする邦道。

少女の口元。

　ノイジー「は～ぁい、邦道君」

　邦　道「っ！？」

はっとして顔を上げる邦道。そこにいたのは、箒に乗ったノイジー。

ノイジー、箒に膝を引っ掛けてぶら下がり。

　ノイジー「はっじめまして、アタシ、ノイジーって言うの。マジカル枢軸から来たから、リティに協力してる邦道君とは敵同士ってことになるのかな。ちょーっと残念だね」

指を立てて振るノイジー。

邦道、言葉にならない。

　邦　道「は……」

ノイジー、箒を左手に地面に降り立つ。

　ノイジー「それでね、邦道君にはお願いがあるの。聞いてくれるかな？　いいでしょ？　いいよね？」

　邦　道「ちょ、ちょっと待ってくれ！　マジカル枢軸？　ってことは、お前……」

　ノイジー「そ。日本の右傾化を推進する正義の味方。邦道君たち、左翼の敵」

　邦　道「敵……」

　ノイジー「うんっ！」

満足げに頷くノイジー。

　ノイジー「それでお願い♪　リティを、ここに呼んできてくれないかな？」

○邦道の家、玄関前

口を結んで立ってる朝日。

○邦道の家

ドアを開けて、朝日。

　朝　日「入るわよ」

靴を脱いであがる。

　朝　日「（足）んしょ」

誰もいない。

　朝　日「邦道？」

と、シャワーの音。

○挿入

シャワーを浴びている人影

○邦道の家

朝日、とてとてと風呂場に近付きながら。

　朝　日「お風呂？」

風呂場の傍、壁にもたれかかる。

風呂の中を気にしつつ、嘆息。

　朝　日「……あ、あのっ。邦道！」

○挿入

シャワーを浴びている人影、びくりとする。

○邦道の家

朝日、赤くなって。

　朝　日「ねえ……聞きたいことがあるんだけど。　……その！」

がらがしゃん。と風呂場から音。

はっとする朝日。

　朝　日「邦道！？」

思わず、風呂のドアを開ける。

風呂場。濃い湯気。ふー、びっくりしたといった感じのリティ。

リティ、顔を上げる。

　二　人「……」

見詰め合う二人。

○住宅街

走っている邦道。

　邦　道（マジカル枢軸……まさか、向こうから攻めてくるなんて！）

○邦道の家、玄関前

邦道、急停止。

○邦道の家

ドアを開ける邦道

　邦　道「リティ！　起きてるか！　マジ……カ……る……」

椅子に座っている朝日。不機嫌。

ベッドに座っているリティ、困っている。

二人を前に、汗をかく邦道。暫し硬直。

きびすを返して手を挙げ。

　邦　道「……じゃ、そういうことで」

朝日、不気味な笑顔で。

　朝　日「待ちなさい」

　邦　道「いや、俺今、唐突に大切な用事を思い出して」

　朝　日「奨学金、打ち切ってもいいの？」

　邦　道「う……」

いやいや振り返る邦道。仁王立ちしている朝日。

　朝　日「説明、してくれるんでしょうね」

顔を引き攣らせる邦道。

正座している邦道。すぐ左前に椅子に座っている朝日。

　朝　日「――それで、弁解は？」

　邦　道「その……」

躊躇う邦道。

邦道、諦めて息を吐く。

　邦　道「実は、あいつは魔法の――」

と、朝日の背後で、リティが必死に人差し指を口の前に立てているのが見える。

朝日、不審そうに。

　朝　日「魔法？」

　邦　道「え、いやその……魔法と科学の融合によって作り出された俺の十三番目の妹で」

拳が飛ぶ。

拳を握ったまま、倒れた邦道を見下ろして。

　朝　日「殴るよ」

　邦　道「……殴ってから言うな……」

　　　　　　　朝日、座りなおし。

　朝　日「いいから、本当のことを話してよ」

邦道、体を起こしながら。

　邦　道「えっと……」

ちらりとリティを見る。両手をあわせて目をぎゅっと閉じている。

　邦　道「……実は、親戚の子が遊びに――」

　朝　日「あんたに、親戚なんていないでしょ」

　邦　道「そ、それはまぁそうなんだが、親戚って言うか、親戚みたいなものって言うか、限りなく親戚に近いような新手の親戚で――」

朝日、俯いて。

　朝　日「もういいわ」

　邦　道「あ……」

立ち上がる朝日。

　朝　日「アタシには、言えないんだ」

立ち上がる邦道。

　邦　道「おい……？」

朝日、邦道の横を素通りして。

　朝　日「そうよね。別に邦道に彼女が出来たって、あたしには何の関係もないもんね。幼馴染なんていっても、ただ親同士が仲良かっただけだし」

　邦　道「お、おい……」

　朝　日「悪かったわね、邪魔して」

出て行こうとする朝日。

邦道、戸惑いその後姿を見て。

　邦　道「――すまん！」

頭を下げる。目をぎゅっと瞑り、必死の顔。

　邦　道「理由があって、詳しいことは話せないんだ。でも、やましいことは何もない！　それは約束する！」

少し驚いて、聞いている朝日。申し訳なさそうに邦道を見ているリティ。

　邦　道「こいつには、やらなきゃいけないことがあってさ。俺、それを手伝ってるんだ。それが何かっていうのは、言えないんだけど」

　　　　　　　朝日、じっと見る。

　邦　道「リティは、俺を助けてくれたんだ。だから、今度は俺が助けてやらなきゃいけないんだ。協力してやらなきゃいけないんだ！　だから、その……」

　　　　　　　邦道を見ていたリティ、朝日に向き直り、頭を下げる。

朝日、目を閉じて。

　朝　日「…………。よく分からないけど」

朝日、邦道を見て。

　朝　日「本当に、何もないのね？」

　邦　道「ああ」

　朝　日「本当の本当に、信じていいのね！？」

　邦　道「ああ」

朝日、胸をなでおろし。

　朝　日「――良かった……」

はっとする。

　朝　日「よ、良かったっていうのは別に、邦道が世間様に顔向けできないような真似をしてたわけじゃないのが良かったんであって、あんたに彼女が出来ようとそんなのあたしは別にその、ぜ、全然構わないっていうか……」

　邦　道「え、ああ、うん……？」

朝日、真っ赤で。

　朝　日「と、とにかく。どんな理由があっても、これ以上その子と二人っきりでいさせるわけにはいかないわよ。一回、家に帰ってもらって――」

　邦　道「家？」

邦道、困る。

　邦　道「リティ、家って」

ふるふると首を振るリティ。

　朝　日「……え？」

○公園

一人寂しく、ブランコをこいでいるノイジー。

風が吹く。

○朝日の家の前

家に向かって並ぶ邦道とリティ。二人に先立ってドアノブに手をかけている朝日。

　朝　日「泊めてもいいか聞いてくるから、ちょっと待ってて」

　邦　道「いいのか、ほんとに」

　朝　日「はぁ。仕方ないでしょ。他に当てもないし」

　邦　道「ウチじゃ駄目か？」

　朝　日「駄目に決まってるでしょ！　まったくもう」

家の中に入っていく朝日。

リティ、ノートに何か書いている。

　邦　道「あいつ、なんだかんだ言って面倒見いいんだよな」

リティが邦道の服を引っ張り、ノートを見せる。

　リティ『魔法のこと、秘密にしてくれてありがとう。ごめんなさい』

　邦　道「ああ。まぁ、どうせ魔法なんて信じやしないだろうし。信じたら信じたで、大問題だからな」

リティ、何か言いたげにする。邦道気付かない。

　邦　道「それより、お前はこれでよかったのか？　……まぁ、朝日のおじさんもおばさんもいい人だから、問題はないだろうけど」

リティ、家を見る。社長宅だけあって結構でかい。

書き書き。

　リティ『頑張る』

邦道、笑い。

　邦　道「気楽にな」

と、玄関が開き朝日が出てくる。そちらを見る二人。

　朝　日「ね、ちょっと来て」

　　　　　　　リティ、自分を指差して首を傾げる。

○公園

ゆっくりすべり台を滑るノイジー。

下まで来て、涙目になる。

　ノイジー「うう……」

　カメンスキー「なにをやっているのだ、お前は」

傍に立つ、オペラ座の怪人のような仮面をつけた男。

　　　　　　　ノイジー、男を見上げて。

　ノイジー「仮面好き！」

　カメンスキー「違う！　いや、仮面は好きだが。わたしの名前はカメンスキーだ！」

　　　　　　　咳払い。

　カメンスキー「それで、お前は何をしている。人払いの結界まではって、子供の遊戯か？」

ノイジー、立ち上がり。

　ノイジー「し、仕方ないじゃない。リティ達が来ないんだから！」

　カメンスキー「仕方ないことがあるか。居場所の見当はついているんだろう」

　ノイジー「そうだけど……。どうせなら、きちんと対決の場面をセッティングしたいし。ほら、むこうの地面から五色の煙が出るようにしといたし」

　　　　　　　煙出る。

　ノイジー「そこのジャングルジムからは鳩が――」

　　　　　　　鳩、飛び立つ。

　カメンスキー「貴様というやつは……」

　　　　　　　仮面好き、うめく。

　カメンスキー「総統に与えられた、お前の使命は何だ」

　ノイジー「もっちろん、リティを倒すこと！」

　カメンスキー「ならばそのために全力を尽くせ！　下らんことに拘っているんじゃない！」

仮面好き、マントを翻らせ。

　カメンスキー「もういい、私が直接手を下す！」

　　　　　　　行ってしまう仮面好き。

　ノイジー「ええ！？　ちょっと待ってよぉ！」

ノイジー、追いかける。

○朝日の家の前

立っている邦道。石垣に寄りかかっている朝日。

　邦　道「あいつ、中で何してるんだ？」

　朝　日「ウチに住むに相応しいか、簡単なテストをするって言ってたわ」

　邦　道「テスト？」

　朝　日「中国韓国とは仲良くした方がいいか、とか。まぁ、常識があれば答えられる簡単なやつよ」

　邦　道「なるほど、簡単だな」

　朝　日「…………」

　邦　道「…………」

　朝　日「最初は、日本語が分からないのかなって思ったけど」

　　　　　　　振り向く邦道。

　朝　日「あの子、やっぱり口が……？」

　邦　道「まぁ、な」

　朝　日「ふぅん……」

小石を蹴る朝日。

　朝　日「苦労、してるんだ」

と、リティ家から出てくる。

　邦　道「リティ」

邦道に小走りに近寄る。

　邦　道「おばさん、なんだって」

　　　　　　　リティ、胸元に丸印を指で作る。

邦道、笑う。

　邦　道「そうか」

　　　　　　　リティ、朝日を見て頭下げる。

　朝　日「あ……」

　　　　　　　朝日、少し迷ってから小さく頷いて。

朝日、近付く。

　朝　日「あの、リティ」

邦道とリティ、朝日を見る。

　朝　日「言いたくないなら、無理にとは言わないけど。あなたの目的、教えてくれないかな。――あたしにも、何か手伝えることがあればって」

　邦　道「朝日……」

短くない時間、躊躇うリティ。

　カメンスキー「教えてやればいいだろう。自分は魔女だと」

朝日の背後で、仮面の男が宙に浮いている。

仮面の男が言う。

　カメンスキー「人間の思想など、我らの動力源に過ぎないのだとな」

振り向いた朝日、驚愕。

　朝　日「え、えええっ！？」

仮面、朝日を無視してマントを翻す。

　カメンスキー「私の名はカメンスキー！　さぁ、マジカルソビエトの魔女よ。私と勝負ひゃおぅっ！」

ノイジーに蹴り飛ばされ、吹っ飛ぶカメンスキー。ノイジー、降り立つ。

　ノイジー「リティ！　アタシと勝負よ！」

　邦　道「お前は、さっきの……！」

　ノイジー「ああ、邦道君！　もう、何やってるのよ！　ずうっと　待ってたんだからね！」

　邦　道「わ、悪い。色々あって忘れてた」

　ノイジー「やだヒドイもう馬鹿！　――いいよ」

ノイジーの手の中に、片手斧が現れる。

　ノイジー「この恨みは、あなたで晴らすんだから！」

視線の先にいるのは、リティ。

　リティ「……！」

リティ、邦道と朝日を庇って前に出る。

　邦　道「リティ、知ってるやつなのか？」

首を振るリティ。

　ノイジー「あなたが知らなくても、アタシは知ってるんだから」

ノイジー、斧を構えて。

　ノイジー「アタシは、ノイジー。ノイジー舞・ノリティ。マジョリティのあなたを倒して、マイノリティの正しさを証明する！」

斧で襲い掛かるノイジー。杖を召喚し、受け止める。

　邦　道「リティ……！」

　朝　日「ちょ、ちょっと邦道！　何なのこれ！　どうなってるのよ！」

　邦　道「朝日。――後で説明するから、とりあえず今は下がってろ！」

　朝　日「下がってろって、でも……」

戦っているリティ。

　邦　道「いいから、ここで待っててくれ」

立ち上がる邦道。

　朝　日「邦道？」

防戦一方のリティ。

　ノイジー「あっは、どうしたの？　多数派の力って、そんなものなのかな？」

　　　　　　　苦しそうなリティ。

　　　　　　　つばぜり合い。ノイジーは余裕。

　ノイジー「ほら、やっぱりアタシは正しいんだ。数の大小に意味なんてないんだよ、正しい方が勝つんだから！」

　　　　　　　リティの背後に現れる人影。

　　　　　　　カメンスキー、銃器を構えている（相応しい銃の種類とか詳しくないんでゴメン）。銃口に光が集まる。

　　　　　　　それに気付くノイジー。

　ノイジー「仮面好き！　あたしまで消す気！？」

　カメンスキー「仮面好きではない、カメンスキーだ！」

　　　　　　　カメンスキーの指、引き金を引こうとする。

　邦　道「リティ！」

　　　　　　　間に入って庇う邦道。

　カメンスキー「しまっ！」

　　　　　　　カメンスキー焦る。弾丸（というか魔法弾）発射されてしまう。

　　　　　　　邦道に迫る光。

　リティ「赤井さん！」

リティ、悲痛な顔と声で叫ぶ。リティの周囲が歪むエフェクト。

リティ、杖を構えて。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮して決定します」

顔のアップ。

　リティ「赤井さんは、助けた方がいい！」

リティの杖、AK47に変化。砂煙で一瞬顔が隠れる。次の瞬間には、石田の顔に。

AK47で魔法弾を打ち抜く。相殺されて爆発。カメンスキー吹っ飛ぶ。

　カメンスキー「ぐぁっ！」

　ノイジー「カメンスキー！」

返す刀でAK47をノイジーに向け、乱射する。

ノイジー、斧で受けながら。

　ノイジー「わ、ちょ、待って！」

受けきれず、頭に当たる。後はもう撃たれ放題。

弾切れになって撃ち終わり、佇む石田。

　石　田「少数派の君は、多数派のぼくには勝てない。あたりまえの話だよね」

また砂煙が舞ったと思うと、リティに戻っている。

倒れている邦道に駆け寄る朝日。

　朝　日「邦道！」

はっとして、リティも邦道に駆け寄る。

　朝　日「大丈夫？」

　邦　道「ああ、なんとか。――リティ、あいつらは？」

振り返るリティ。右、左、誰もいない。

首を振るリティ。

　邦　道「逃げたのか……」

　朝　日「……今の、なんなのよ？」

顔を見合わせる邦道とリティ。

邦道、躊躇いつつ。

　邦　道「いや、その……」

朝日、リティを見て。

　朝　日「魔女って、何？」

リティ、息を呑む。

○アトリエ

片目に包帯を巻いたドレスの女性が、絵を描いている。廃墟の絵。

左側面の壁いっぱいに、ノイジーの顔が映る。額に絆創膏。

ノイジー、片手を顔の前に立てて。

　ノイジー「ごめん、アディ姐さん！　負けちゃった」

　ヒトラー「――構わない。時間稼ぎにはなった」

　ノイジー「次は、絶対負けないんだから！」

　ヒトラー「そうか。期待している」

ノイジー、満面の笑みで。

　ノイジー「うんっ」

画面消える。

筆を置く。天井を見る。

　ヒトラー「――六十年か。穏やかな日々も、悪くはなかった」

部屋にある絵は、すべて廃墟。大切そうに飾られた一枚だけ、天使の絵。

　ヒトラー「だが歯車は回りだした。声を上げねば喉が腐る。目を開かねば眼が腐る。歩き出さねば、足が腐る」

赤い筆をとり、絵にサインをする。アドルフ・ヒトラー。

真っ赤な鉤十字を、キャンバス全体に描きこむ。

　ヒトラー「戦いを拒めば、心が腐って落ちる」

包帯が落ちる。立ち上がる。歩き出す。ドレスが翻り、画面を覆う。

一瞬後、軍服を着て歩いているヒトラーの背中。

　ヒトラー「行くぞ」

銃を持った人影。

　ブッシュ「YES！」

和服の人影。

　コイズミ「はい♪」

暗い瞳のヒトラー。

　ヒトラー「世界のすべてを、奪い尽くすために」

　　　続く

